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はじめに
敗戦翌月の1945（昭和20）年９月，GHQ（連合国軍最高司令部）は，新聞紙法をはじめ明治以
来つづく言論・出版統制法規のいっさいを撤廃し，さらに「言論及び新聞の自由に関する覚書」を
発してその活動を奨励した結果，全国各地で新聞の創刊や復刊が相次いだ。
これら敗戦直後に新しく創刊をみた新聞は，戦前からつづく既成紙に対して新興紙と呼ばれ，
1946年10月の時点で180紙が発行，なお400紙が政府に用紙割当を申請していた（日本新聞協会編
『日本新聞年鑑』1946年版）。本稿で紹介する『民衆新聞』（ブランケット判・２頁建ての全国紙，
５日刊）は，1945年11月15日，東京で発行された新興紙第１号だった。
『民衆新聞』は，1946年１月10日，明治以来の社会主義者・山川均が「人民戦線の即時結成」を
提唱した新聞として知られる。この山川の提唱は，中国・延安に亡命中だった日本共産党の野坂参
三が同年１月に帰国し，民主統一戦線の結成を提唱したことと相俟って，民主人民戦線運動として
大きく高まった。『民衆新聞』は，民主人民戦線の結成と民主革命を推進する政論紙として，左翼
メディアの論調をリードした。
■証言：日本の社会運動
『民衆新聞』の
主筆として（上）
――砂間一良氏＊に聞く
＊ 砂間一良氏略歴
1903（明治36）年２月８日，静岡県田方郡西豆村（さいずむら・現土肥町）八木沢に，父文太郎・母せいの
長男として生まれた。八木沢高等小学校，私立錦城中学校（東京）をへて，1922（大正11）年４月に第一高等
学校へ入学した。翌年，社研（社会思想研究会）に入ってマルクス主義を学ぶうち社会主義者となった。在学
中，1923年９月１日の関東大震災にさいしては「一高震災防護団」を組織して，東京帝大新人会のメンバーと
ともに被災者救護の活動をおこなった。
1925（大正14）年４月，東京帝大経済学部に入学した。入学と同時に新人会に加入し，学内外に社研の結成
をすすめ，軍事教練反対や対支非干渉運動，セツルメント活動をおこなった。また1927（昭和２）年７月に，
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砂間一良氏は，この『民衆新聞』の主筆として「戦争犯罪人処罰の大衆運動を起せ」（第1号社説）
や「眼前の食糧危機を如何に克服するか」（第２号社説）など，おもに論説記事を執筆し，その論
説は，全国紙や他の新興紙のオピニオンにも少なからず影響を与えたといわれる。
この『民衆新聞』について，研究所では先に，民衆新聞社の実質的経営者で，のち名義上も社長
として編集発行人となった吉武三雄氏より数次にわたってヒアリングをおこない，これを「『民衆
新聞』の創刊と論説」と題して本誌に発表し，また当研究所の研究叢書『証言占領期の左翼メディ
ア』（御茶の水書房，2005年）にも収録した。ここに紹介する砂間一良氏の証言は，吉武証言と一
部で重なり，他方で事実関係や事実経過において相違する事柄もあるが，対照や補正をおこなわな
いでこれを発表することにした。
砂間一良氏からのオーラル・ヒストリーの収集は，1989（平成１）年７月５日，東京都田無市向
台町６丁目８番地６号の氏の自宅において吉田健二がおこなった。なお，砂間氏からのオーラル・
ヒストリーの収集と編集にあたっては，日本共産党中央委員会党史資料室の協力を得た。記して感
謝したい。
（吉田健二）
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日本共産党の影響下の無産者新聞社に無給社員として入社し，『無産者新聞』の記者として，野田醤油（現キッ
コウマン醤油）争議や小作争議など，昭和恐慌期における社会運動や1928年２月の普選第１回総選挙の動向を
分析してこれを報じた。
1928年３月，３・15事件に連座して治安維持法違反の容疑で検挙されたが，規定の単位を取得していたので
大学を卒業した。また同年５月に釈放され，同時に無産者新聞社の責任者となり，翌６月に日本共産党に入党
した。日本共産党は３・15事件により幹部の逮捕など打撃を受けたが，砂間は，市川正一の指導のもと中央ビ
ューローのメンバーとなり，『赤旗』（セッキ）の再刊をはじめ再建活動に従事した。
1929年３月21日，４・16事件の直前に検挙された。第１審で懲役12年を科され，未決期間を含む14年２か月
を市ヶ谷，小菅，釧路，静岡の刑務所で過ごした。1943年４月26日に刑期満了で出獄。この間，1929年に，同
志で沼津市出身の看護婦・高島秋子と獄中結婚した。
1945（昭和20）年９月下旬，府川製作所（静岡県清水市）に勤務中，獄中の松本一三（まつもと・かずみ）
を通じて徳田球一から上京を求められ，10月11日に徳田から直接『民衆新聞』（1945年11月15日創刊）の編集責
任者となることを要請された。砂間はこれを承諾し，主筆として，1946年３月，戦後第１回の総選挙に日本共
産党の候補（静岡県）となって退社するまで，毎号，民主主義革命の課題や日本社会運動のあり方について論
陣を張った。
1949年１月の第24回総選挙で，静岡県第１区から立候補して当選した。1957年11月６日に「50年問題」を総
括した第７回大会で中央委員に就任し，1970年７月の第11回党大会において幹部会委員に選任された。
これより先，1965年に日本共産党の北京駐在代表として赴任した。駐在中，毛沢東時代の「文化大革命」に
遭遇し，1967年８月北京空港において紅衛兵らの暴行を受けながら帰国した。1977年10月の第14回大会におい
て名誉幹部会委員となり，第一線を引退した。1989年４月に治安維持法同盟中央本部顧問に就任。
1992（平成４）年12月12日肺炎により死去。享年89歳。日本共産党より追悼・顕彰の推薦を受け，東京・青
山霊園内の「解放運動無名戦士墓」に埋葬された。著書に『治安維持法下の母――獄中の息子と母せいの往復
書簡』（1979年，光和堂），『愛情は鉄窓をこえて――獄中十四年の手紙』（1982年，光和堂）などがある。
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１　入社と創刊の経緯
小野俊一の尽力
――この間，吉武三雄さんと連絡をとって
おり，また，吉武さんとは来月（1989年８月
９日）に，町田市山崎町の自宅で話を聞くこ
とになっております。先日，日本共産党中央
委員会党史資料室の佐藤洪一室長を通じてお
願いをしましたところ，証言してもよいとの
返事を頂きました。
現在，民衆新聞社の社長だった小野俊一さ
んに関しても調査を重ねております。小野さ
んはすでに亡くなりました。小野さんは日記
を付けておられ，また設立に関する資料も残
っている可能性があるとのことですので，息
子さんの小野有五先生（北海道大学大学院環
境科学研究科教授）の協力を頂いて調査をす
すめていきたいと思っております。
吉武さんによれば，民衆新聞社の設立資金や
運営費は小野さんが拠出したとのことですが。
砂間 そうです。小野さんは資産家だった。
奥さんは小野アンナさんといって，有名なヴァ
イオリニストですよ。
民衆新聞社の事務所は小野さんの邸宅にあり
ました。小野さんの邸宅は大きな洋館で，富士
見町（千代田区）の逓信病院の近くにあり，３
月10日の東京大空襲にも被災しないで残ってい
た。私が上京した1945年10月ころ飯田橋周辺は
焼け野原だったのです。洋館は高台にありまし
たから，飯田橋の土手から見えましたね。民衆
新聞社はその洋館の一階にあり，応接間と部屋
二つを使わせてもらいました。
――家賃も光熱費も払っていなかったよう
ですね。
砂間 どなたが言いました？
――先日，吉武さんから電話でお聞きしま
した。
砂間 そうかもしれない。民衆新聞社の設立
については吉武君からも聞いてください。むし
ろ吉武君のほうが詳しいでしょう。私が上京す
る以前に，創刊を企画・準備したのは吉武君で
すが，吉武君自身これを単独で担ったかという
とそれは違います。吉武君は松本一三（まつも
と・かずみ）や藤原春雄と連絡をとりながら，
徳田球一の指示のもとに準備したのです。
合わせてこの点も指摘しておきます。『民衆
新聞』は，小野さんの資金提供や事務所の提供
だけでなく，小野さんが当局へ陳情して誕生し
たのです。『民衆新聞』は小野さんの協力がな
ければ創刊されなかったか，創刊できたとして
も時期的に遅れて，違う形で発行されたかもし
れない。小野さんは新聞界や出版界に精通し，
ひろい人脈がありました。
――小野さんはかつて，ジャパンタイムス
社の経営にタッチしていたことがあったよう
です。株主でもありました。
砂間 その件は知らない。小野さんは新聞・
出版界だけでなく，政府筋や商工省が管掌して
いた用紙割当委員会の委員にも顔が利いていま
したね。当時，用紙は統制物資で，ヤミで買う
こともできたが法外に高かった。新聞や雑誌の
創刊あるいは復刊はいつに用紙の割り当てを受
けられるかにかかっていた。承認を受けますと，
用紙は公定価格で安く購入することができたの
です。
――この春（1989年５月31日）に港区白金
台に長島又男さんを訪ね，『民衆新聞』と同
じ時期に発行された，旧同盟通信社のリベラ
ル派の編集幹部が出した政論紙『民報』（の
ち『東京民報』と改題）について話を聞いて
まいりました。『民報』の場合も，新聞用紙
の入手に大変苦労され，歴史学者の羽仁五郎
氏の尽力もあって予定通り1945年12月１日に
創刊できたと言っておりました。羽仁氏は，
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当時，用紙割当委員会の学識・中立側代表の
委員をされていたそうです。
砂間 そうです。長島君は元気でしたか。
――ええ，お元気でした。記憶も明晰で収
穫がありました。ただ奥様が病気とのことで
心配のご様子でした。
砂間 長島君と聞いて私はとても懐かしい。
私が第一高等学校のとき，また東京帝大の新人
会にいたときも，早大の長島君と連絡をとる事
情がありましてよく会っておりました。彼は才
気煥発で，実力がありましたね。正義感が横溢
していて，私自身，彼と話すと圧倒されること
がありました。
長島君は大山郁夫先生の愛弟子です。長島君
は軍事教練反対闘争の指導者の一人でした。私
が，何か大山先生に伝えたいと思ったとき，長
島君に頼むとたいてい繋がりました。
小野さんについて，この点も申し上げておき
ます。小野さんはネーム・バリューがあり，進
歩陣営にも顔が利きました。思い起こすと，い
ま話が出た羽仁五郎とも親しい間柄にあったと
思いますね。
たとえば用紙割当の官庁に対する陳情です
が，私らは『民衆新聞』の発行について1945年
10月下旬の発行をめざして当局に陳情しまし
た。ところが私や吉武君が陳情しても埒があか
なかった。
私らは困ってしまいこれを小野さんに報告し
たら，小野さんは「じゃ私が行きましょう」と
言って，政府の情報局や日本新聞連盟を訪ねて
早期の発行を要請し，またGHQにも陳情しま
した。情報局への陳情では緒方竹虎に直接会っ
てお願いした，と言っておりましたね。また
GHQへの陳情のときには私も同行しましたが，
小野さんは民政局の高官に英語で堂々と要請
し，高官が「すぐ日本政府に伝えましょう」と
言ったときは驚きました。それで用紙の割当て
が決まったのです。
『民衆新聞』の発行は1945年11月15日です。
『民衆新聞』が東京で発行された新興紙第1号の
名誉を得たのは，小野さんの尽力があったから
です。
小野俊一の人脈
砂間 これは余談です。小野さんはスケール
の大きい人物だった。人物像について一口では
とても言い切れない。あなたもご存知でしょう
が，ソビエト・ロシアに条件反射説で有名なパ
ブロフという大脳生理学者がおりますね。小野
さんは東京帝大の理科大学を出た後，ロシアに
わたってパブロフに師事したそうです。
小野さんは，昔は京都帝大の動物学の教授で
した。これは有名な話ですよ。小野さんは京都
帝大に在職中，河上肇先生からじかにマルクス
主義を学んだそうで，二人は同輩・同僚だった
のですけれども，本人は周囲に「私は河上先生
の一番弟子」を吹聴していました。
民衆新聞社時代といっても，私の在職はわず
か４，５か月です。私はほぼ毎日，小野さんと
会っておりましたが，その該博な知識，識見，
また人間としての器量といい，情報量や人脈の
広さといい，ほんとうに感服しました。
――小野俊一さんは日本社会党の中央執行
委員でした。1945年11月３日の結党大会では
司会をされ，「党名決定」などの報告をされ
ていますね。
砂間 そのようですね。小野さんは日本社会
党にあって左派の論客でした。小野さんのこの
連載記事（「新日本の建国の基盤」第１号～２号），
この記事一つ読めば実力のほどがわかります。
小野さんは，思想・信条と学識に裏付けられた
本物の左翼だったのではないでしょうか。
荒畑寒村さんが「小野さんは？」と親しげに
電話をかけてきておりました。鈴木茂三郎さん
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も「小野さんにつないでくれないか」と連絡し
てきたことがありました。
――どのような要件で？
砂間 ……まあ，何か意見を求められたので
しょう。作家の山本有三は『路傍の石』の作品で
有名ですけれども，ひょっこり訪ねてきて，小野
さんと文芸批評をしていたこともありましたね。
山川さんや荒畑寒村は民衆新聞社の編集委員
に就任しています。これについては質問書にも
ありましたので後で話します。二人の入社も小
野さんの推薦でした。小野さんは山川さんと懇
意でしたね。小野さんは，社会党右派の連中か
らも，たとえばのちに首相になった片山哲から
も「私，片山ですが」と言って電話がかかって
きました。他方で小野さんは保守陣営の有力者
とも付き合っていた。
――どなたですか。
砂間 うん。芦田均などがあげられるでしょ
うね。芦田さんは，吉田茂内閣（第１次）の厚
相や1948年３月には首相になりますね。その芦
田が「俊ちゃんはいますか。連絡をとりたいが」
と電話がかかってきたことがありました。「小
野さん」ではなくて「俊ちゃん」なのです。
敗戦後の1945年の11月，12月の時点ですが，
通信事情がとても悪くて，一般の家庭はもちろ
んですが，事業会社においても電話を引くこと
は困難だった。設立当初，民衆新聞社は小野さ
ん宅の電話を使わせてもらっていた。しかも，
あなたが先ほど言った通り電話代も払っていな
かったかもしれない。
小野さんは不思議な人物でしたね。小野さん
は，政治信条としてはリパブリカンでしたが，
既成の枠に入らない人物だった。明治の自由民
権期に生まれ育ったオールド・リベラリストに
共通する，自由と独立の精神をもっていた人で
したね。「反骨」「一徹」といってもよい信念と
頑固さがあった。そこがまた彼の魅力だったで
しょう。とにかく私は彼の該博な知識に驚きま
したね。
――先日（1989年５月10日），茅ヶ崎市中
海岸に住まいの川添隆行氏を訪ね，小野俊一
さんのことや吹田（旧姓信田）秀三さんのこ
とについて話を聞いてきました。
砂間 二人とも知っておりますよ。川添さん
は，私が第一高等学校のとき彼が早稲田高等学
院にあって社研の活動を通じて関係があり，吹
田さんとは東京帝大の新人会で活動を共にしま
した。けれども二人は『民衆新聞』に入ってい
ない。ただし吹田さんからは，もしかしたら事
業資金を融通してもらったかもしれない。これ
は事業経営の問題であり，私はこれには一切タ
ッチしていない。詳しくは吉武君から聞いてく
ださい。
――わかりました。小野俊一さんのことで
すが，川添さんによれば，小野さんは研究生
活にピリオドを打って京都帝大を退職され，
事業家に転身して親の事業を継承したそうで
す。また小野さんは，戦争中に官憲に追われ，
あるいは窮乏・苦境にあった左翼学者や左翼
の活動家に対して目立たないように，細心の
注意を払って支援していたということでし
た。吉武さんご自身，戦争中の一時期，小野
さんの助力を得て非合法の活動をしていたそ
うです。
砂間 その話は私も聞いております。誰にも
出来ない，実に立派な人ですよ。小野さんの父
上が小野英二郎といって，興銀（日本興業銀行）
の頭取だったことも入社して知りました。あな
たも細かく調べておりますね。
とにかく小野さんは保守陣営とか左翼陣営と
かに入らない知識人でした。あのようなスケー
ルの大きい人物は，私はほかに知らない。
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吉武三雄について
砂間 民衆新聞社の設立にあたって，小野さ
んを引っ張り出したのは吉武君です。吉武君と
小野さんはずいぶん早いうちから接触があった
ようで，彼自身，小野さんを敬愛しておりまし
た。吉武君は男爵家の出で，安田財閥ともつな
がっていたようですね。
吉武君は私と同じ明治36年の生まれです。戦
争中，私は14年２か月も刑務所に入っておりま
したから，彼の活動歴については知らない。戦
争中の吉武君の非合法活動については，本人だ
けでなく，戎谷春松同志も詳しいと思いますの
で尋ねてみたらよろしいでしょう。
小野さんについても，松本一三から手紙をも
らい，国分寺の自立会で徳田から「こんど小野
さんの援助を受けて新聞社を起すことになっ
た」と言われても，私は「小野？　誰だったか
な」と思ったほどです。
吉武君は，私より少し前に巣鴨刑務所を出た
とのことでしたね。『民衆新聞』は，小野さん
の資金援助があって，吉武君が経営全般をまと
めて創刊を見たのです。
――『特高月報』や，内務省警保局編『社
会運動の状況』を調べていて驚いたのですが，
吉武さんは1920年代に全協（全日本労働組合
全国協議会）の幹部の一人で，日本共産党東
京市委員会の委員をされていたようです。本
人からの電話だけで，まだ確認をとっており
ませんが，吉武さんは当時，東京市委員会の
労働組合部長をされていたようです。
砂間 そうらしい。党歴は私より長い。吉武
君は徳田だけでなく，山川さんのこともよく知
っておりましたね。吉武君はこれまで自分の活
動についてあまり語っていないと思います。
思い起こしてみれば，吉武君も不思議な人物
です。吉武君は語学力があり，民衆新聞社に外
人の記者が訪ねて来ると英語やフランス語で話
をしていました。経営のセンスも，度胸もあっ
た。彼とは来月会うとのことですが，この機会
にきちんと聞いたらよろしいでしょう。
出獄と日本社会運動の再出発
砂間 私は1943（昭和18）年４月に釈放され
た後，静岡県の実家（田方郡西豆村八木沢）で
半年ほど過ごし，翌年２月に，私の親戚で，清
水市で釘やもくねじを作っている府川製作所と
いう会社に勤めました。
私は工場の仕事をしながら，日本共産党につ
ながる手がかりを得ようと動いたのは事実で
す。当局の監視はまことに厳しく，清水署の刑
事が敗戦まで毎日，自宅あるいは工場に来てい
ました。移動も制限され，また届け出なければ
ならなかった。私は潜行的に，細心の注意をも
って，なんとか手がかりを得ようと努めました。
もう大丈夫だろうということで動き出したの
は，敗戦を経て10日ぐらいしてからです。
――社会運動家の場合，敗戦だといっても
治安維持法があり，また特高刑事も活動して
いたなかで，その動きは鈍かったようですね。
GHQが政治的・市民的自由を確保する指令
を発したのが1945年10月４日のことです。こ
れを受けて10月10日までに政治犯が釈放さ
れ，10月15日に治安維持法と思想犯保護観察
法が，翌月に治安警察法が撤廃されました。
日本の社会運動が，公然と勢いをもって動き
出すのはこれ以降のことですね。
砂間 大きな流れとしてはそうでしょう。け
れどもそれ以前にも，日本共産党の再建を意図
した活動は個々に，あるいはグループ的にもあ
りました。私はそう理解しています。
このことは，私が自立会で徳田球一に会った
さい直接聞いたことです。『民衆新聞』の創刊
は，敗戦以前に徳田らの「府中組」によって構
想され，また日本共産党の再建を展望しつつす
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すめられたのです。
重要なことは，きわめて制約された状況のも
とにおいても共産党の指導的幹部や志ある同志
が，敗戦以前において，第２次世界大戦の終結
を見越して用意周到に動き出していたことであ
ります。
『民衆新聞』は進歩陣営の機関紙として，不
偏不党を標榜しておりました。けれども創刊の
経緯・経過からして，この新聞が日本共産党の
関係者によって準備され，党の組織再建をつよ
く意識して発行されていたのです。私はかつて
『民衆新聞』について，赤旗編集局から求めら
れて紹介したことがありますが（「『民衆新聞』
のこと」『赤旗』1984年７月12，13日付），『民
衆新聞』は，日本共産党の準機関紙的な性格を
もっておりました。
関連してこのことも紹介しておきます。『民
衆新聞』の創刊を実際に担ったのは，もちろん
吉武君が責任者でしたが，藤原春雄，関根悦郎，
江森盛弥の各氏も協力しておりました。
藤原さんも関根さんも，また江森さんもそう
ですが，彼らは治安維持法違反の容疑で検挙さ
れ，長いこと獄中にありました。彼らは私と同
じく敗戦の2，3年前に「府中組」など日本共産
党の指導的幹部の出獄に先立って釈放されてお
りました。藤原さんらは指導的幹部の消息や動
静を調べながら，敗戦の事態を見通して目立た
ないように慎重に準備していたのです。
だから，日本共産党の再建が1945年10月10日
における「府中組」幹部の釈放をもって開始さ
れ，あるいはこの日が戦後における日本社会運
動の起点となっていると理解するのは一面的だ
と思いますね。10月10日における政治犯の釈放
に先立って，かつての日本共産党の党員らによ
る先行的な取り組みが各地で見られた。問題は，
これらの活動について現在なお掘り起されてい
ないということだと思います。
松本一三からの手紙
私が，松本一三から「徳田球一や志賀義雄さ
んたちが近く釈放され，東京予防拘禁所を出る
ことになっているのですぐ上京してくれない
か。徳田があなたに用事があると言っている」
という内容の手紙を受け取ったのは，1945年９
月下旬のことです。下旬といっても月末に近か
ったと思う。
松本一三も，刑期はすんでいたが思想犯保護
監察法で拘禁され，徳田たちと同じ府中刑務所
内の東京予防拘禁所に入っていました。松本さ
んは沼津の出身です。プロレタリア文化運動や
全協の静岡地区でも活躍した経歴があるようで
す。彼は10月10日に徳田たちと出獄した後，
『赤旗』（セッキ）を再刊する責任者となり，引
きつづきアカハタ編集局長に就任しています。
――松本一三さんは，府中刑務所における
日本共産党幹部の釈放について，１周年目の
1946年10月に「出獄前後――十月十日の思ひ
出」と題する記事を発表しておりますね
（『アカハタ』第67～69号，1946年10月２，５，
13日付）。この回顧記事は日本現代史の記録
としても貴重だと思います。
砂間 そうでしたかね。松本さんの手紙は，
徳田を中心に「獄中細胞」として日本共産党の
指導的な機能を担う組織が存在していたことを
示すもので，私にとって喜びでもありました。
手紙は，私にすぐの上京を求めていた。けれど
も私は府川製作所で大事な仕事を任されていた
し，生活面を含む準備もあってすぐに上京とい
うわけにはいかなかった。
自立会で徳田球一と面談
――実際に上京されたのは，いつですか。
砂間 10月９日か，10日だったと思いますね。
これは後で確認して連絡します。
「府中組」の幹部が10月10日にまとまって出
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獄するということは，松本一三からの手紙で知
りました。私は，慌しく静岡（清水市）から妻
子を連れて上京し，徳田や志賀さんたちがいる
東京・国分寺の自立会へ直行しました。
自立会とは司法省が建てた，刑期満了者が一
時的に過ごす宿泊施設です。施設は中央本線の
国分寺駅で下車して徒歩15分くらいのところに
あり，木造二階建ての大きな建物でした。
この自立会に，10月10日に出獄した幹部15，
6名が合宿するような形で宿泊しておりました。
名前をあげますと徳田球一，志賀義雄，黒木重
徳，朝鮮人同志の金天海，三田村四郎，ぬやま
ひろし（西沢隆二）などです。私に手紙をくれ
た松本一三も家族で住んでいましたね。
ほかの指導的幹部の名前はそのうち思い出す
でしょう。『民衆新聞』の創刊号に「出獄を前
にして」と題した「府中組」全員の写真（1945
年10月８日撮影）が載っています。これがそう
です。この写真は，日本共産党の指導的幹部が
健在であり，正式に釈放となったことを国民に
知らせる意図で掲載したものでした。けれども
顔を識別できても名前が浮かんでこない。
自立会は人の出入りが多く，どたばたしてい
て，またどの部屋からも話し声がわあわあ聞こ
えました。食事の時には20人近く集まり，とて
もにぎやかでしたね。徳田は猫舌で，お茶はふ
うふうと冷ましてから飲んでおりました。
自立会に着いた当日，たぶん10月11日か12日
だったと思いますが，一階の松本の部屋で待っ
ていると，黒木重徳さんが「二階に来てくださ
い」と呼びに来ました。黒木さんはとても謙虚
な方で，1946年の年明けに急死しましたが
（1946年３月16日死去），自立会においては事務
長格の人でした。
徳田と面談して，私はほんとうに驚きました。
私は1929（昭和４）年３月21日に，例の４・16
事件の直前に検挙されました。日本共産党は前
年の1928年に，この年は男子のみの普選が施行
され，その第１回総選挙（通算で第16回総選挙）
が実施された年でした。また３・15事件が起き
た年でもありまして，党幹部の大半が検挙され
て指導部の機能が停頓してしまった。
私はこの事態に，検挙を免れた市川正一同志
と中央ビューローをつくって組織指導部を再建
する活動をしていました。徳田はこの事実と経
過を詳細に，そして正確に知っていたのです。
――徳田球一氏から何を言われたのですか。
砂間 日本共産党が合法的に存在できるよう
になった現在，何よりも重要な任務は党組織の
拡大と強化なのだと熱く語りかけられました。
とても早口でしたね。同時に，日本が軍国主義
を真に清算して民主主義と平和の国家として再
建するためにも人民戦線の結成が不可決であ
り，市川正一同志の遺志をついでこれを実現す
るためぜひ砂間君に協力してもらいたい，と言
われました。
市川正一について
砂間 ここで，市川正一同志のことについて
紹介しておきます。
1928年７月にモスクワでコミンテルン第６回
大会が開かれました。市川は3・15事件のあと，
弾圧の報告がてら日本共産党を代表して極秘裏
に出国し，いくつかの報告と指導を仰いで帰国
し，これを党の中央ビューローの活動にいかし
ました。
市川は，このコミンテルン第６回大会で執行
委員に選出されています。コミンテルンにおい
て人民戦線を戦略路線として確定するのは，遅
れて1935（昭和10）年７月の第７回大会ですけ
れども，市川は，人民戦線の戦術を以前から重
視していました。
市川は４・16事件で検挙され，16年も獄中に
あって，敗戦直前の1945年３月に宮城刑務所で
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死去しています。人民戦線派の市川同志が，も
し第２次世界大戦の終結と民主主義日本の再建
という歴史舞台に参加していたならばと思う
と，私は残念でならないのです。
『民衆新聞』の編集長を要請
砂間 徳田の話をつづけます。私は徳田から
こうも言われました。こう言われて私は『民衆
新聞』の主筆に就任したのです。
徳田はまず，開口一番「われわれはナチス・
ドイツの歴史から何を学ぶべきか，ナチスの出
現はドイツ人民戦線の敗北の結果にほかならな
い。ドイツ共産党は大衆を自らの陣営に結集す
るのに失敗した。だから，われわれはこのドイ
ツの歴史に学び，広汎な大衆を日本共産党の周
りに引きつけるとともに，大衆の支持を得て人
民戦線を結成しなければならない。この人民戦
線は，民主主義日本の政治主体になりうるもの
だ。人民戦線の結成は敗戦日本において最優先
の課題であり，現在，われわれは人民戦線を宣
伝・啓蒙する機関紙を創刊する準備をすすめて
いる。砂間君ひとつ編集の責任者として奮闘し
てくれないか」と言われました。
黒木重徳さんからも何か言われましたが，記
憶していない。「なにぶんよろしく頼む」とい
うことだったでしょう。
――日本共産党は合法化され，1945年10月
20日に『赤旗』（セッキ）の再刊第１号が発
行されていますね。
砂間 そうです。松本一三が準備して発行に
こぎつけました。再刊第１号は小冊子の型だっ
たこともあって，どの集会でも飛ぶように売れ
ましたね。『赤旗』の再刊第１号には，徳田球
一と志賀義雄らの出獄声明「人民に訴う」と
「闘争の新しい方針」という二つの基本文書が
載っていましたね。
――砂間さんが徳田球一から『民衆新聞』の
編集責任者として要請された件ですが，少し
不思議に思うことがあります。砂間さんの編
著『治安維持法下の母――獄中の息子と母せ
いの往復書簡』の解説に書いてありましたが，
砂間さんは３・15事件ののち市川正一の指導
のもとで『赤旗』の再刊に尽力されておられ
ますね。もし砂間さんが徳田さんから協力を
求められるなら，むしろ『民衆新聞』ではな
く『赤旗』の編集のほうだろうと思われるの
ですが。
砂間 『赤旗』は早いうちに『アカハタ』
（1946年１月８日付）に改題され，サイズも大判
（ブランケット判）となっています。編集局長は
松本一三で，主筆は志賀義雄でした。
これまでの経過からすれば，あなたが言うと
おり私は『アカハタ』の編集に回っていたかも
しれない。徳田が，なぜ私に『民衆新聞』の編
集責任者としての任務を与えたのか……。もし
かしたら，市川正一同志の判断を参考にしたの
かもしれない。しかし，これはやはり日本共産
党として当然の判断であり，結論だったと思い
ますね。
――どういうことでしょうか。
砂間 市川さんがコミンテルン第６回大会か
ら帰国して，緊急かつ最重要な任務として私に
指示したのは『赤旗』の再刊でした。『赤旗』
は1928（昭和３）年２月１日に非合法で創刊さ
れ，３・15事件で中断したものの，中央ビュー
ローの奮闘でこの年12月10日に再刊を果たしま
した。
当時，私の任務は『無産者新聞』発行の責任
者でした。1927年７月に私は東京帝大に在学中
でしたが，日本共産党が合法舞台の新聞として
発行していた『無産者新聞』の編集にタッチし，
翌28年春に編集・発行の責任者となっていま
す。無産者新聞社は新橋駅の烏森口で下車し，
慈恵医大の近くにあった新興ビルディングとい
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う３階建てのビルの3階にありました。
市川さんが帰国して，中央ビューローでは
『赤旗』の再刊だけでなく，「無新」（『無産者新
聞』）をどうするかということが問題になりま
した。市川さんは，「無新」は合法紙として貴
重な存在であり，党はその合法性を最大限に利
用して大衆のなかに入って支持を広げるべき
で，「無新」については別に責任者を任命して
発行をつづけなければならない，と私に言いま
した。
徳田も自立会で面談したとき，私に同じよう
なことを言いましたね。私は，徳田から「『赤
旗』は日本共産党の正式な中央機関紙であり，
これはこれで，党員に向けた新聞として発行し，
党勢の拡大と党員の理論武装に有効に利用して
いかなければならない。けれども敗戦を迎えた
現在，進歩陣営における重要な課題は人民戦線
の結成にあり，これを啓蒙・啓発する機関紙が
どうしても必要なのだ。『民衆新聞』は，『アカ
ハタ』とは別個に，進歩陣営の新聞として，ま
た人民戦線運動の機関紙として発行したい。砂
間君は「無新」の責任者だったじゃないか。君
はこの経験を生かし，編集面で責任をもって発
行してほしい」と言われたのです。
――なるほど。
経営は吉武三雄が担う
砂間 関連して，このことも紹介しておきま
す。私は「無新」の編集について短期間でした
が，経験があり，実際に３・15事件後における
緊迫した情勢において政治評論や社会記事を書
きました。
私は生来ものを書くのが好きです。けれども
商業紙の経営についてはまったく経験がなく，
とても不安だった。
新聞社の場合，出版社とちがって業務機構が
大きくならざるを得ない。取材陣の確保や整理
部門を含む編集局体制の構築，これが新聞社の
基本であり，さらに経営を確立するため業務や
経営を担う部門も設けなければならない。これ
ら編集と経営・業務全般に責任を負うというこ
とであれば，これは私の能力を超え，正直言っ
て任を負えない。私は躊躇した。
ところが，徳田は私に「経営についてはなん
ら心配しなくてもよい。経営については吉武三
雄同志が責任をもってこれにあたり，小野俊一
氏からも協力を頂くことになっている」という
ことだった。
私は，このような徳田の計画と説明を聞いて
安心し，また編集を手伝う何人かの同志も決ま
っているということでしたので，編集長兼主筆
としての就任を承諾したのでした。そして，私
は翌日から麹町区（現千代田区）富士見町2丁
目の小野俊一さんの邸宅に泊り込み，吉武君と
会社設立に奔走したのです。
小野さんは1945年10月の時点で富士見町の邸
宅に住んでいなかった。小野さんはどういうわ
けか，東京郊外の三鷹町の山本有三の邸宅に居
候していたのですよ。面白いのは，吉武君自身，
文京区にこれも立派な自宅があるのに，富士見
町の小野さんの邸宅を自主管理するような形で
住んでいたことです。そして，小野さんに何か
報告や相談事があれば，吉武君が三鷹に出向い
ておりました。
２　「発刊の辞」と編集
「発刊の辞」
――創刊号の「発刊の辞」は，砂間さんが
お書きになったそうですね。「発刊の辞」に
署名がありませんでした。もしかしたら社長
の小野俊一さんかと思い，先日，電話があり
ましたおり吉武さんにお尋ねしましたら「砂
間君が書いたと思う」とのことでした。
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砂間 そうです。「発刊の辞」の執筆につい
て少し説明をしておきます。『民衆新聞』は
1945年10月中に，遅れても10月31日までに発行
することで準備しておりました。私は創刊に合
わせて，たぶん10月20日ころ「発刊の辞」を入
稿し鉛版も出来あがっておりました。
ところが政府の用紙割当委員会における割当
量の決定が遅れ，これが1945年11月にずれこみ
ました。だから，あの「発刊の辞」はストック
していた前の原稿をボツにして書き直したもの
でした。どの部分を削除しどう補正したのか，
現在となってはわかりませんね。たぶんこの第
一パラグラフの部分は，11月に入って新しく書
き足したように思います。
『民衆新聞』の発行は40数年前のことです。
これ（「発刊の辞」）を読みますと，胸が熱くな
ります。自分で書いてこう言うのもへんですが，
新生日本を民主主義国家として再建しようとい
う意気込みが感じられます。
――ええ。「発刊の辞」は「連合軍の進駐
以来，日本の民主々義的諸改革は政治，経済，
社会，文化の全分野に亘り急速に進行しつゝ
ある。敗戦日本の再建，復興は封建主義的，
軍国主義的，帝国主義的残存物を一掃し真に
民主々義的基盤の上に建設されなければなら
ない」と記し，さらに読者に向かって「然に
民主々義的諸改革は単に上からの指令や外か
らの力のみによって達成することは出来な
い。それは下からの大衆の盛り上がる力によ
って，戦争犯罪人である支配階級の意に反し
て，遂行されなければならない」と呼びかけ
ております。
砂間 GHQの改革はいわば上からの改革で
あって，民衆が直接これに参加する民主革命と
して進行していたものではなかった。GHQは
軍事力をもって日本軍部と警察機構を打倒しま
した。天皇制の専制政治機構は廃止されました。
しかし，明治以来つづく日本の封建主義，軍国
主義，帝国主義はきちんとした形で清算されず
に，遺制として，あるいはイデオロギーや意識
として残っておりました。
新生の日本を民主主義国家として再建するた
めには，真にこれらの遺制を清算しなければな
らない。これを確実にするためには，GHQの
上からの改革に頼るだけでは駄目で，民衆みず
からの力により，日本を民主主義国家として再
建する「民主革命の事業」として取り組まなけ
ればならない。この「民主革命の事業」を担う
のが人民戦線にほかならない。
――「発刊の辞」においても，強調してお
りますね。
砂間 そうです。先にも述べましたが『民衆
新聞』の創刊の目的は，まさにこの人民戦線を
結成することにありました。だから，私は「発
刊の辞」において「民衆新聞はあらゆる進歩的
民主々義諸分子を糾合し，封建主義，軍国主義，
帝国主義に対する闘争に於て一つの広汎なる統
一戦線を結成し，下からの大衆運動を組織し促
進する機関たらんとするものである」と書いた
のです。
――山川均氏が，この『民衆新聞』の第11
号（1946年１月10日付）において「人民戦線
の即時結成」を国民に提唱しました。毎号の
紙面を見ても，人民戦線の運動に関する記事
が目立って多いですね。
砂間 そうですね。山川さんの提唱は野坂参
三の提唱よりも早かった。本紙における山川さ
んの人民戦線の提唱についてはエピソードがあ
ります。メモもとってありますので，後で紹介
します。
創刊時の編集メンバー
――砂間さんは，自立会に徳田球一を訪ね
たさい徳田氏から「編集を手伝う何人かの同
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志も決まっている」と言われたそうですが，
どなたですか。
砂間 私は４，５年前，民衆新聞社の編集部
員について日本共産党の党史資料室の協力を得
て調べたことがありました。そのときの帳面が
どこかに紛れ込んでしまい，本日まで発見でき
なかった。だから，後で思い出した編集部員に
ついては葉書でお知らせします。
私が国分寺の自立会で徳田と面談したとき，
徳田から言われたのは『民衆新聞』の編集責任
者になってほしい，人事として副編集長にぬや
まひろし（西沢隆二）を配置している，の二点
でした。
ぬやまひろしはプロレタリア詩人で，共産党
では文化部門で活躍しました。ぬやまは『民衆
新聞』でなにか文化記事を書いたと思うが，こ
れといった仕事はしていない。ぬやま自身，
1946年早々に党の別の任務に就いて退職し，在
職といっても２か月くらいでしょう。ぬやまひ
ろしは徳田球一の娘婿です。
創刊時の編集部員としてまずあげなければな
らないのは，藤原春雄，関根悦郎，江森盛弥の
３人です。このうち藤原さんはぬやまと同じく
1946年の年明けに『赤旗』編集局へ異動してい
ます。たぶん松本一三が「赤旗のほうを手伝っ
てくれ」と招いたのでしょう。
関根悦郎さんは，私が直接お願いして入社し
てもらいました。私が民衆新聞社において同志
として信頼し，編集でも一番頼ったのは関根さ
んと江森盛弥さんでした。
関根さんは1928年の３・15事件で検挙されて
います。入党も私より早い。私は関根さんが検
挙された直後に，非公然の活動に入り，市川さ
んの指示で無産者新聞社の責任者となります。
けれども『無産者新聞』の発行の名義人は，検
挙後においても彼が務め，1929年８月20日に廃
刊するまでつづきました。
関根さんはじつに誠実で，また内に闘志を秘
めた人でした。現在は第一線を離れて連絡など
はありませんが，元気だろうと思います。
なお，『民衆新聞』は私が退社する直前，
1946年３月中に『人民新聞』（1946年３月５日
付第21号より）と題字が変わっています。私が
退社した後，関根さんが『人民新聞』の編集長
になったと記憶しています。というのは，私は
退社にさいして関根さんと事務引継ぎをしてい
るからです。
江森盛弥さんも無産者新聞社の関係者でし
た。彼は「無新」では組織部員として総務や購
読者の拡大を受けもっていました。江森さんは
1929年の４・16事件で検挙されています。釈放
後，彼はこんどは『第二無産者新聞』の発行を
手伝うのですが，ふたたび検挙され，戦争中は
かなりの期間，刑務所に入っておりました。
――吉武さんの話では小沢要さんも編集部
員だったそうですが。
砂間 思い出しました。小沢さんも編集部員
でした。小沢さんは，吉武君が連れてきたと思
います。吉武君は日中戦争の時期に，戎谷春松
さんらと日本共産党の再建に向けたグループ活
動をしていたそうです。小沢さんもそのメンバ
ーだったのですね。小沢さんは，私が退社した
1946年の３月の時点で民衆新聞社に残っていま
した。けれども記憶は不確かですが，小沢さん
は間もなく愛知県の党組織に異動し，愛知県委
員長に就任したと思います。
このほか，記憶に残っている編集部員として
は大町米子さんや，のちに松本善明代議士と結
婚した岩崎ちひろさん，また新津甚一さんなど
がおりました。
大町米子さんについては，私自身，記憶がおぼ
ろげだったので党史資料室の同志に調べてもらい
ました。大町さんは党の婦人部に籍があって，木
村三郎さんと結婚されたとのことでしたね。
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岩崎ちひろさんは，民衆新聞社に少し遅れて
入社し，人民新聞社になっても在職して挿絵や
人物絵を描いていましたね。岩崎さんの絵はほ
んとうに心和む，ほっとする絵ですね。けれど
も岩崎さんは当時，挿絵や，題材となった論説
で扱う政治家などの似顔絵を受けもっていたと
記憶する。岩崎さんは，吉武君の推薦で入社し
たと思います。吉武君から「岩崎さんです」と
紹介を受けました。
吉武三雄と小野俊一
――この間，『民衆新聞』の調査をおこなっ
ていて不思議に思っていることがあります。
先ほど砂間さんが，『民衆新聞』の創刊を準備
したのが日本共産党であり，事実上，準機関
紙であった言われました。けれども民衆新聞
社の社長は日本社会党の中央執行委員で，左
派の小野俊一氏です。
論点の一つは，小野氏がどのような理由・
背景があって設立資金の提供や，社屋として
の自宅使用の便宜を認めたのか，当局への用
紙割り当ての要請においても大変尽力された
とのことですが，小野氏と日本共産党におい
て何か特別な関係があったのかどうか，とい
う問題です。
砂間 小野さんと日本共産党において「特別
な関係」などなかったと思う。私はこれまでそ
んな話を聞いたことがない。徳田からも聞いて
いない。民衆新聞社の設立の準備が，徳田と吉
武君との間でなされた。これは事実です。
他方で，吉武君は小野さんとは，さっきも話
しましたが懇意な間柄だった。吉武君は終戦直
後の食糧窮乏の時期，小野家の台所の面倒をみ
ていました。米やパン，あるいは肉，バター，
缶詰などは金があってもなかなか買えなかっ
た。吉武君はどこからかこれを調達してきて，
小野さんから感謝されていましたね。
二人の関係は，戦前における日本共産党再建
の非合法のグループ活動よりも，もっと前に始
まっていたようです。私は，戦時中における彼
の非合法活動についてはほんの断片しか知らな
いし，小野さんと日本共産党との関係について
も無いとは思うが，この点についても吉武君か
ら聞いたらどうでしょうか。
山川均・荒畑寒村らの入社
――1946年１月25日付発行の『民衆新聞』第
14号に，山川均，荒畑寒村，小堀甚二，渡辺文
太郎，山内房吉の５名が編集委員として入社し
た旨の「社告」が掲載されています。全員が労
農派のメンバーです。５人を編集委員として迎
えたのはどのような理由からですか。
砂間 この人事は小野さんと吉武君との間で
決めたものでした。社長の小野さんからも「5人
を迎えたい」と事後報告的な話がありました。
編集の実務に関する人事は私の権限です。け
れどもこの人事は社内の問題であっても，編集
実務に関したものではなかった。また私は，山
川さんらの入社に反対する理由もなかった。
繰り返しになりますが，山川さんは本紙の第
11号で「人民戦線の即時結成」を提唱しました。
これが大きな反響を浴び，『民衆新聞』の名声
は全国に広まった。会社は数日間は，新聞社や
通信社からの問い合わせや，当該号を買い求め
る人が社にひっきりなしに来たのです。少しオ
ーバーですが，業務が狂うほどだった。山川さ
んの声明文が掲載された号は，翌日に日付はそ
のままで増刷りしたのですよ。それほど反響が
大きかった。
『民衆新聞』は人民戦線の結成を標榜して，
人民戦線運動の機関紙と銘打って発行されてい
た。山川さんは日本社会運動の最長老であり，
名声もあり，その彼が『民衆新聞』を通じて全
国民に人民戦線の結成を呼びかけたのです。
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われわれにとってもこの事態は幸いだった。
私は，人民戦線の結成へ向け世論を喚起するた
めにも５人の入社は慶事であろうと判断した。
反対する理由などあるはずがない。編集態勢の
拡充も図られた。事実，この「社告」にも「五
氏の入社を迎え編集陣を強化することとなっ
た」とあります。
けれども５人がきちんとした形で，たとえば
雇用契約を結んだとか，あるいは出勤して私ら
と一緒に記事を書いていたという記憶はないの
です。
――では，どのような形の入社だったので
すか。
砂間 ある種の誇大広告だった。５人は実際
に入社していない。では彼らが何も仕事をしな
かったかと言えば，それはウソになります。こ
の号（第14号）に，山川さんが「強権の発動と
人民の創意」と題した，食糧の確保・管理問題
に関する社説を発表しています。山川さんは第
16号（1946年２月５日付）にも「憲法問題と輿
論の喚起」という社説を書いていますね。この
ように５人は社説を執筆し，あるいは依頼した
テーマで記事を書いてもらっていました。
――山川氏らの勧誘は，人民戦線運動を拡
大する一環としての判断からなされたのでし
ょうか。
砂間 基本認識はそうです。だから社内は歓
迎でしたね。山川さんや荒畑さんの入社に反対
する理由はなかったし，人事に異をとなえた社
員もいなかった。
――社長の小野俊一氏もそういう認識だっ
たのでしょうか。
砂間 それはどういうことでしょう。質問の
意味がわからないが。
――人民戦線の結成へ向けた陣容の拡充，
これが基本認識だったと思いますが，小野氏
には別の意図もあったのではないでしょうか。
砂間 どのような意図？
――山川・荒畑氏らの入社は，社長の小野
氏が直接にお願いしたもので，日本共産党の
機関紙のような傾向や色彩を払拭しよう，と
いうねらいがあったようです。山川氏自身
「小野氏から，いまの経営者は共産党で，紙
面も共産党臭く，そのうえ組合運動の機関紙
みたいだから改めたい，一緒にやってくれな
いかということで，それじゃあというので五
人が協力することになったのです」（山川均
『社会主義への道は一つではない』合同出版
社，1957年）と述べております。
砂間 そうでしたか。けれども山川さんらが
入社したからといって『民衆新聞』の編集方針
が変わったわけではない。山川さんからは，私
が在職した期間に「紙面をこうしたらよい」と
いった提案もなかった。山川さん自身，せっせ
と人民戦線運動に関する社説や解説記事を書い
ていましたよ。
（つづく）
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